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平
成
30
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月

４
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
の
30
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
の
９
月
４
日
に
は
、
ま
ず

市
長
か
ら
「
米
子
市
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
な
ど
の
議
案
６
件
及
び
報
告
５

件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
及
び

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
９
月
６
日
、
７
日
、
11
日
及
び
12

日
の
４
日
間
は
、
21
人
の
議
員
に
よ

る
市
政
一
般
に
対
す
る
質
問
が
行
わ

れ
、
12
日
に
は
、
委
員
会
付
託
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
14
日
、
18
日
か
ら
20
日
ま
で
、
25
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児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書

日
か
ら
27
日
ま
で
及
び
10
月
１
日
の

８
日
間
は
議
案
及
び
陳
情
の
審
査
等

の
た
め
、
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
終
日
の
10
月
３
日
に
は
、
ま
ず

各
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
議
案
及
び

陳
情
の
審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
い
ず
れ
も
委
員
長
報
告
の
と

お
り
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
予
算
決
算
委
員
会
の
審
査

報
告
に
お
い
て
４
㌻
・
５
㌻
の
と
お

り
決
算
に
係
る
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
長
か
ら
「
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
案
１
件

が
提
案
さ
れ
、
委
員
会
審
査
の
後
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
長
か
ら
「
米
子
市
伯
仙

財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

の
議
案
１
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
議
員
か
ら
「
児
童
虐
待

防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
な
ど

の
議
案
２
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
審
議
さ
れ
た
案
件
は

別
表
の
と
お
り
21
件
で
、
審
議
結
果

に
つ
い
て
は
、
18
㌻
19
㌻
の
一
覧
表

の
と
お
り
で
す
。

別　表

区　分 件　数

議　案 １３

報　告 　５

陳　情 　３

合　計 ２１

　本年３月、東京都目黒区で、両親から虐待を受け女児が死亡するという痛ましい事件が発生した。
　このような虐待事案は近年急増しており、平成２８年度、全国の児童相談所に寄せられた児童虐待相談件
数は１２万件を超え、５年前と比べると倍増している。
　こうした事態を重く受け止め、政府は平成２８年・２９年と連続して児童福祉法等を改正し、児童虐待防
止対策を強化してきた。しかし、今回の事案は、児童相談所が関与していたにもかかわらず、虐待から子ど
もを救うことができなかった。
　虐待から子どもの命を守るためには、子どもの異変に早期に気づき、虐待の芽を摘むことが何よりも重要
であり、そのためには児童相談所のみならず関係機関や民間団体等が協働し、虐待の防止に取り組むことが
必要である。
　よって、政府においては、こうした痛ましい事件を二度と繰り返されないためにも、児童虐待防止対策の
さらなる強化に向け、下記の事項に取り組むことを強く求める。

記
１　平成２８年度に政府が策定した「児童相談所強化プラン」を拡充し、市町村における児童虐待防止体制

の強化や中核市・特別区への児童相談所の設置も加えた、児童虐待防止体制を強化するプランを新たに策
定するとともに、地方交付税措置を含めた必要な財源措置を速やかに講ずること。

２　子どもの問題を児童相談所に一極集中させている現状を改めること。具体的には、児童相談所と市町村
の役割分担をさらに明確にするとともに、施設やＮＰＯ等民間機関・団体や他の行政機関等との連携を強
化して、役割分担・協働を加速する「児童相談体制改革」を行うこと。

３　児童相談所間及び児童相談所と市町村との情報共有については、仮に転居があったとしても、危機感や
支援状況が確実かつ迅速に引き継げるよう、引き継ぎの全国共通ルールを定めるとともに、全国からアク
セスできるシステムを整備すること。また、児童相談所と警察との情報共有については、必要な情報がタ
イムリーかつ確実に共有できるようにするとともに、適切かつ効果的に情報共有できるシステムを新たに

▽ 意 見 書 ▽ ９月定例会で次の２件の意見書が可決されました。
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構築すること。
４　全国共通ダイヤル「１８９」を児童虐待通告に限定し、児童相談所の相談できる窓口につながるまでの

間に、いまだ半数以上の電話が切れている実態を速やかに検証・分析し、その結果を踏まえ、児童相談所
への通告の無料化の検討を含め、運用の改善に努めること。

５　保育所や幼稚園・学校との情報共有を図ること。いじめ防止対策と同様に、小中学校の校務分掌に虐待
対応を位置づけ、対応する組織を明確化するとともに、スクールソーシャルワーカーを中心とした学校に
おける虐待対応体制を整備すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成３０年１０月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　米　子　市　議　会

　内閣総理大臣　総務大臣　文部科学大臣　厚生労働大臣　国家公安委員会委員長　様

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書

　学校現場における課題が複雑化・困難化する中で、子どもたちの豊かな学びを実現するためには、教材研究
や授業準備の時間を十分に確保することが不可欠である。特に小学校においては、平成３０年度から新学習指
導要領の移行期間に入り、外国語教育実施のため授業時数の調整など対応に苦慮する状況となっている。豊か
な学びの実現のためには、教職員定数改善などの施策が最重要課題である。また、明日の日本を担う子どもた
ちを育む学校現場において、教職員が人間らしい働き方ができるための長時間労働是正が必要であり、そのた
めの教職員定数改善は欠かせない。
　義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下の「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分
の１に引き下げられた。厳しい財政状況の中、独自財源により定数措置を行っている自治体もあるが、地方自
治体の財政を圧迫していることや自治体間の教育格差が生じることは大きな問題である。国の施策として定数
改善に向けた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲
法上の要請であり、子どもたちの豊かな学びを保障するための条件整備は不可欠である。
　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育行
政を進めることができるよう、下記の措置を講じられるよう強く求める。

記

１　計画的な教職員定数改善を推進すること。
２　教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の１に復元する

こと。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成３０年１０月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米　子　市　議　会

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　文部科学大臣　様
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平成29年度決算に係る予算決算委員会指摘事項

　審査の結果、大変厳しい財政状況を踏まえながら、米子市の将来と住民生活に責任を持つ行政運営上、特に
重点的かつ早急な対応と改善を要すると思われる事項に関して、委員会において指摘された点については、次
のとおりである。

１　移住定住の促進について
　移住定住の促進については、「お試し住宅」の運営及び「とっとりＷＥＳＴ移住ポータルサイト」において本
市を含む県西部地区の魅力を全国に発信することを通じて、移住定住促進の取り組みの成果が見えてきたと
ころであるが、情報については、常に新しく正しいものであるかを確認し、随時更新を行うなど、広報のあ
り方について改善と工夫を図られたい。
　また、移住者向け住宅取得支援事業について、県外からの移住者の住宅取得や改修等の費用の補助のほか
に、空き家情報バンクに登録された住宅に入居する際の家財道具処分費用の補助を行っているが、空き家バ
ンクに登録された住宅に限られているため、有効に活用されていない。
　よって、移住者のニーズを的確に把握するとともに、補助金のあり方について見直しを行い、空き家情報
バンクの充実と移住者の定着促進を図られたい。

２　にこにこサポート支援事業について
　にこにこサポート支援事業については、市内の２３小学校に学校支援員を配置し、個別支援を要する児童
に対して学習支援や学校生活上の介助を行い、児童が抱える問題の解消を図っているが、年間を通じて２３
校全てに配置できていない状況である。
　よって、支援員の欠員が生じる場合においても確実に２３校全てに配置するため、人員増を含めた体制の
強化及び支援の質の向上のための処遇の改善を図られたい。

３　中学校大会派遣事業について
　中学校大会派遣事業については、生徒が中学校体育連盟及び中学校文化連盟が主催する大会に参加する際
に要する交通費、宿泊費に対し補助金を交付しているが、補助金だけでその費用が賄えない場合、学校によっ
てはＰＴＡ会費等から一部補助しており、学校間で保護者負担に格差が生じているのが現状である。
　よって、大会派遣にあたっては、保護者に対して補助基準を明確に周知し、また大会派遣にかかる費用の
負担の現状を把握し、その上で事業の継続と保護者の負担軽減に向けた補助制度の見直しを行い、中学生の
体育・文化活動の一層の振興を図られたい。

４　クリーンセンター長寿命化事業について
　クリーンセンター長寿命化事業については、工事期間を平成２８年１０月３日から平成３２年３月３１日
までとし、平成２８年１０月３日に工事契約した上、債務負担行為の議決を成している。本来は、基幹的設
備改良工事の工程に応じ当初予算措置すべきところを、肉付け予算で補正予算措置対応としたため、工事期
間の空白が発生し、基幹的設備改良工事事務体制の推進に支障が生じたと思慮する。
　今後においては、基幹的設備改良工事の円滑的推進を踏まえた、予算措置対応をされたい。

５　生活困窮者自立支援事業について
　生活困窮者自立支援事業については、相談件数１９５件に対し１６４件について、情報提供又は他機関へ
の受け渡しにとどまっており、その検証もなされていない。
　本事業は、複合的な課題を抱える生活困窮者に寄り添い、包括的・継続的支援を行う目的であることから、
充分なアセスメント（利用者の生活背景やこれまでの経緯も含めた状態を知ること等）のうえ支援につなげ
られたい。

６　地域子育て支援センター事業について
　地域子育て支援センター事業については、市民のニーズが高く利用者が増加しているにも関わらず、南部・
淀江地域に設置がなく市民サービスに不公平が生じている。
　十分なスペース・相談室の確保、祝土日の開設等、利用者のニーズを的確に捉え、公の施設の統廃合等も
勘案し、他部局、教育委員会とも密に連携し事業実施されたい。

７　私立保育所等支援事業について
　　私立保育所等支援事業の予算については、一部（約１億６千万円）が補正予算措置された後、同額（約
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１億６千万円）を不用額として措置している。この事務対応は、地方財政法の予算編成・予算執行の定義か
ら大きく逸脱している。市民不在の予算対応であり、全体の奉仕者の理念が欠けており強い憤りを感じる。
　予算編成・予算執行については、地方財政法を踏まえ適正かつ的確な事務対応をされたい。

８　保育所等整備事業について
　保育所等整備事業の予算対応については、当初予算措置（約２億１千万円）に比し約１．４倍（約
２億８千万円）の補正予算措置が成されており、更には前年度繰越分（約２億２千万円）が事業化されている。
同事業の総事業費は膨張しており、補正予算措置・繰越事業対応の様態が漫然化している感が否めない。
　同事業については、事業者の意向調査体制を整備拡充され、市の主導による事業推進を図り、それに呼応
した予算編成事務に務められたい。

　今後、自治体を取り巻く環境は、少子高齢化の進展、人口減少社会の到来により、市税等の歳入の見通しが
不透明な中で、社会保障費が増大するなど、依然として厳しい状況が続いていくものと推測され、自治体には
多様化する行政需要に的確に対応し、効率的な行財政運営が求められ、自治体の運営能力が問われる時代を迎
えていくこととなる。
　このような中で、市長を初め、執行部においては、この指摘を真摯に受け止め、市長のリーダーシップのもと、
全職員が一丸となって英知を結集し、市民の信頼に応え、市政発展に努められるよう、強く求めるものである。

市
政
一
般
に
対
す
る
質
問

　
質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
１
人
２
項
目
以
内
と
し
て
、

要
約
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

■
議
員　
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
の
処
分
場

施
設
の
場
合
、
廃
棄
物
の
飛
散
・
流

出
の
防
止
や
処
理
水
の
水
量
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
よ
る
浸
出
水
処
理
施
設
の

規
模
縮
小
が
で
き
、
処
理
水
を
循
環

利
用
す
る
完
全
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
処
分

場
の
実
現
も
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

当
初
、
環
境
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー
も

検
討
し
て
い
た
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
へ
の

再
変
更
も
含
め
て
事
業
計
画
を
練
り

直
し
、
改
め
て
住
民
や
漁
業
者
に
説

明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
今
の
事
業
計
画

だ
と
、
国
の
基
準
を
上
回
る
三
重
遮

水
構
造
で
外
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
し

て
集
水
し
、
高
度
な
水
処
理
施
設
で

浄
化
し
、
国
が
定
め
た
基
準
に
適
合

■
議
員　
本
市
の
小
中
学
校
の
エ
ア

コ
ン
設
置
率
の
平
均
と
全
国
平
均
と

の
比
較
を
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
本
年
９

月
１
日
現
在
、
市
内
小
中
学
校
の
エ

ア
コ
ン
設
置
率
は
23
・
７
％
で
、
内

「
災
害
」級
の
異
常
な
暑
さ
対
策

を
求
め
る

さ
せ
た
上
で
放
流
す
る
た
め
、
見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
。

■
議
員　
明
治
学
院
大
学
の
熊
本
一

規
名
誉
教
授
は
、
著
書
の
中
で
、
漁

業
権
は
妨
害
予
防
請
求
権
を
持
つ
と

言
っ
て
お
り
、
ま
た
錦
織
県
議
会
議

員
が
同
教
授
に
問
い
合
わ
せ
た
際
に

も
、
漁
業
権
を
持
つ
漁
民
の
同
意
な

し
に
事
業
を
実
施
す
れ
ば
憲
法
第
29

条
違
反
で
あ
る
と
回
答
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
処
分
場
建
設
に
つ
い

て
淀
江
の
漁
業
者
の
理
解
と
同
意
が

不
可
欠
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
手
続
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
も
の
は
県
、
あ
る
い
は

環
境
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー
が
適
切
に

対
応
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

訳
と
し
て
は
、
小
学
校
が
21
・
８
％
、

中
学
校
が
27
％
で
、
最
も
低
い
学
校

が
９
・
１
％
、
最
も
高
い
学
校
が

１
０
０
％
で
あ
る
。
平
成
29
年
４
月

１
日
現
在
、
全
国
の
小
中
学
校
の
エ

ア
コ
ン
設
置
率
は
41
・
７
％
で
あ
る
。

■
議
員　
本
市
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状

況
を
見
る
と
全
国
平
均
の
半
分
程
度

と
な
っ
て
お
り
、
一
刻
も
早
く
解
消

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
て
の
教

室
へ
の
設
置
に
か
か
る
費
用
の
試
算

及
び
本
市
の
整
備
方
針
を
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
エ
ア
コ

ン
整
備
に
か
か
る
事
業
費
は
19
億
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
今

年
度
中
に
具
体
的
な
整
備
方
針
を
定

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
議
員　
設
置
に
対
し
て
、
国
が
新

た
な
補
助
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

概
要
が
固
ま
っ
た
際
、
先
行
し
て
整

備
計
画
を
進
め
る
よ
う
な
積
極
性
が

求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
国
の
補

助
制
度
の
動
向
等
を
注
視
し
、
財
源

を
確
保
し
な
が
ら
計
画
的
に
整
備
を

図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
今
年
度

中
に
具
体
的
な
整
備
方
針
を
定
め
た

い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
教
育
行
政
の
あ
り
方
を
考
え
る

岡お
か

村む
ら 

英え
い

治じ

議
員

産
廃
処
分
場
計
画
は
白
紙
撤
回

を
求
め
る

日
本
共
産
党

米
子
市
議
団

（

）



（6）第55号（季刊） 平成30年11月１日 （6）第55号（季刊） 平成30年11月１日

意
　
見
　
書

一
般
質
問

決
算
指
摘
事
項

審
議
結
果

お
し
ら
せ

門か
ど
わ
き脇 
一か

ず

男お

議
員（
政せ

い

英え
い

会か
い

）

■
議
員　
総
務
省
公
表
の
「
防
災
行

政
無
線
等
の
戸
別
受
信
機
の
標
準
的

な
モ
デ
ル
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
報
告
書
の
中
で
、
高
齢
者
等

の
防
災
情
報
が
届
き
に
く
い
方
々
に

つ
い
て
は
、
住
居
内
の
戸
別
受
信
機

が
有
効
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
普
及
促

進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
財
政
支
援
措

置
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
平
成
32

年
度
ま
で
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

は
継
続
し
、
普
通
交
付
税
措
置
が
な

さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
も
、
戸
別
受
信
機
の
整
備
に

つ
い
て
、
早
急
な
検
討
が
必
要
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
屋
外
拡
声
子
局
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
ま
ず

は
公
民
館
や
小
中
学
校
、
保
育
園
等
、

避
難
所
に
な
る
施
設
を
考
え
て
い
る
。

戸
別
受
信
機
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

国
が
検
討
し
て
い
る
機
器
の
低
廉
化
、

規
格
化
な
ど
の
状
況
を
見
き
わ
め
た

■
議
員　
不
妊
治
療
の
助
成
は
回
数
、

年
齢
な
ど
の
制
限
が
あ
り
、
治
療
費

が
高
額
な
た
め
に
中
途
で
治
療
を
断

念
す
る
人
も
い
る
と
仄
聞
し
て
お
り
、

不
妊
治
療
を
希
望
さ
れ
る
夫
婦
の
経

済
的
な
負
担
軽
減
に
は
、
ほ
ど
遠
い

状
況
に
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
不
妊

治
療
が
医
療
保
険
の
適
用
に
な
る
こ

と
は
不
妊
治
療
を
受
け
る
人
の
願
い

で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

国
・
県
に
は
ど
の
よ
う
に
要
望
し
て

い
る
か
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
特
定
不
妊
治
療

を
希
望
す
る
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
不
妊
治
療
費
の

医
療
保
険
の
適
用
に
つ
い
て
、
国
・

県
へ
要
望
し
て
い
る
。

■
議
員　
高
額
な
治
療
費
を
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
に
鑑
み
て
、

本
市
が
助
成
対
象
と
し
て
い
る
治
療

地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

上
で
判
断
し
た
い
。

■
議
員　
国
は
す
で
に
戸
別
受
信
機

の
価
格
を
従
来
の
５
割
か
ら
６
割
に

抑
え
た
モ
デ
ル
の
生
産
に
つ
な
げ
、

普
及
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
標

準
的
な
モ
デ
ル
に
実
装
す
べ
き
機
能

を
８
つ
に
限
定
し
て
示
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
状
況
を
き
ち
ん

と
把
握
し
、
的
確
な
判
断
を
下
す
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

法
以
外
の
不
妊
治
療
に
つ
い
て
も
、

本
市
独
自
の
助
成
制
度
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
本
市
が
助
成
の

対
象
と
し
て
い
な
い
不
妊
治
療
法
に

対
し
、
助
成
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
も
あ
る
の
で
、
今
後
、
研
究
し
て

い
き
た
い
。

■
議
員　
特
定
不
妊
治
療
を
希
望
す

る
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
及
び
次

世
代
育
成
支
援
の
一
環
と
し
て
、
ぜ

ひ
と
も
一
考
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
「
旧
加
茂
川
」
の
河
川
名
変
更
に

つ
い
て

石い
し

橋ば
し 
佳よ

し

枝え

議
員

■
議
員　
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画

で
は
、
周
辺
部
な
ど
は
不
便
な
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。「
内
浜
境
線
」
な
ど

乗
車
数
の
少
な
い
バ
ス
路
線
に
つ
い

て
、
利
用
に
向
け
た
方
策
を
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
交
通
政
策
検
討

チ
ー
ム
で
協
議
を
進
め
て
い
る
具
体

■
議
員　
本
市
で
は
新
制
度
の
保
育

の
施
設
、
小
規
模
保
育
所
、
企
業
主

導
型
保
育
所
が
急
増
し
、
民
営
化
が

公
共
交
通
を
も
っ
と
便
利
に

公
の
責
任
で
保
育
の
質
と
安
全

を
守
る

日
本
共
産
党

米
子
市
議
団

（

）

的
な
施
策
も
参
考
に
、
バ
ス
事
業
者

等
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
効
果
的
な

取
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
通
勤
通
学
の
足
と
す
る
に

は
高
す
ぎ
る
料
金
が
利
用
減
少
の
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
市
が
財
政
負
担

し
、
料
金
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
利

用
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
総
合
政
策
部
長　
単
な
る
料
金
引

き
下
げ
で
は
な
く
、
例
え
ば
一
定
エ

リ
ア
で
の
均
一
料
金
化
な
ど
、
使
い

や
す
い
公
共
交
通
を
研
究
し
、
バ
ス

事
業
者
等
と
協
議
し
て
み
た
い
。

■
議
員　
利
用
し
や
す
い
料
金
に
す

る
た
め
の
助
成
は
市
民
や
事
業
者
に

と
っ
て
有
益
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
総
合
政
策
部
長　
引
き
下
げ
た
運

賃
の
負
担
方
法
等
の
諸
課
題
に
つ
い

て
の
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

■
議
員　
料
金
に
つ
い
て
も
再
編
実

施
計
画
の
中
で
市
民
の
意
見
を
聞
く

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
路
線
維
持
が
可

能
な
適
正
料
金
を
、
バ
ス
事
業
者
等

と
協
議
し
て
決
定
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

進
ん
で
い
る
。「
自
治
体
の
保
育
の
実

施
責
任
」
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
保
育
を
必
要
と
認
め

る
児
童
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
に
お

い
て
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
保

育
を
実
施
す
る
義
務
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

■
議
員　
保
育
の
実
施
責
任
を
果
た

す
上
で
も
、
公
立
保
育
園
の
統
廃
合
・

民
営
化
は
考
え
直
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
所
見
を
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
公
立
保
育
所

と
し
て
の
あ
り
方
を
し
っ
か
り
と
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
民
間
と
手

を
取
り
合
っ
て
実
現
し
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
小
規
模
保
育
所
は
、
認
可

保
育
所
の
基
準
と
照
ら
し
て
も
保
育

環
境
に
問
題
・
課
題
が
多
く
、
公
立

と
同
じ
保
育
料
で
あ
る
の
に
保
育
環

境
に
差
が
あ
っ
て
よ
い
も
の
か
。
保

育
の
質
が
保
障
で
き
る
の
か
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
米
子
市
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
お
い

て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

■
議
員　
そ
の
基
準
で
は
格
差
が
あ

る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

◯
防
災
対
策
の
強
化
を

◯
市
民
を
守
る
国
民
健
康
保
険
を
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意
　
見
　
書

一
般
質
問

決
算
指
摘
事
項

審
議
結
果

お
し
ら
せ

■
議
員　
教
育
長
は
、
就
任
か
ら
５

カ
月
経
つ
が
、
改
め
て
教
育
行
政
に

対
す
る
考
え
を
伺
う
。

■
教
育
長　
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し

て
い
く
中
で
、
自
分
の
す
ば
ら
し
さ

を
実
感
し
、
自
信
を
持
っ
て
生
き
て

い
け
る
よ
う
に
教
育
を
進
め
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
児
童
生
徒

を
導
い
て
い
く
教
職
員
の
育
成
が
欠

か
せ
な
い
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
ま
で
粘
り
強

く
指
導
し
た
り
、
指
導
方
法
の
工
夫

や
改
善
に
努
め
た
り
す
る
こ
と
の
で

き
る
教
職
員
を
育
て
て
い
き
た
い
。

教
育
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
常
に
改

善
の
視
点
を
持
っ
て
、
こ
れ
ま
で
成

果
の
あ
っ
た
取
組
み
で
あ
っ
て
も
そ

の
ま
ま
継
続
す
る
の
で
は
な
く
、
さ

ら
な
る
前
進
を
意
識
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
議
員　
教
員
の
多
忙
化
が
、
子
ど

も
た
ち
の
学
力
低
下
に
つ
な
が
る
こ

と
を
避
け
た
い
が
、
考
え
を
伺
う
。

■
教
育
長　
教
員
の
多
忙
に
よ
り
学

■
議
員　
本
年
度
の
防
災
訓
練
が
平

日
の
実
施
と
な
っ
た
経
緯
を
伺
う
。

■
防
災
安
全
監　
こ
れ
ま
で
は
多
く

の
住
民
が
参
加
し
や
す
い
休
日
に
実

施
し
て
い
た
が
、
い
つ
発
生
す
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
訓
練
を
平
日
に
行
い
、
検
証

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

関
係
県
市
に
よ
る
調
整
の
結
果
、
初

め
て
の
平
日
開
催
に
至
っ
た
。

■
議
員　
一
時
集
結
所
で
あ
る
住
吉

小
学
校
は
ア
ク
セ
ス
路
が
狭
隘
で
、

正
面
玄
関
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
の
エ

リ
ア
に
つ
い
て
は
大
型
車
両
の
通
行

が
不
可
能
、
あ
る
い
は
極
め
て
困
難

な
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
校
区
内
を

Ｕ
Ｐ
Ｚ
30
㎞
圏
の
境
界
線
が
走
り
、

圏
内
と
圏
外
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
災
害
発
生
時
に
は
円
滑
な
対

応
が
で
き
る
か
、
課
題
が
多
い
と
言

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
米
子
市
原
子
力
防

災
訓
練
に
つ
い
て

稲い
な

田た 　
清き

よ
し

議
員（
政せ

い

英え
い

会か
い

）

力
低
下
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
、
決

し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
多
忙
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
蓄

積
さ
れ
て
生
じ
た
も
の
な
の
で
、
解

消
に
向
け
て
、
小
さ
な
こ
と
で
も
一

つ
ず
つ
取
り
除
い
て
い
く
取
組
み
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

同
時
に
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
。

又ま
た

野の 
史し

朗ろ
う

議
員

■
議
員　
旧
淀
江
町
の
と
き
、
平
成

15
年
の
県
環
境
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
照
会
に
対
し
、
産
廃
処
分
場

を
建
設
す
る
よ
う
な
場
所
は
な
い
と

淀
江
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

建
設
計
画
の
中
止
を
求
め
て

日
本
共
産
党

米
子
市
議
団

（

）

え
る
。
せ
め
て
円
滑
に
避
難
で
き
る

よ
う
、
道
路
及
び
校
内
敷
地
を
整
備

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

■
防
災
安
全
監　
住
吉
地
区
の
特
殊

性
や
住
吉
小
学
校
周
辺
の
道
路
事
情

等
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
原
子
力
防
災

に
係
る
広
域
避
難
計
画
の
実
効
性
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今

年
度
の
防
災
訓
練
の
実
施
状
況
に
よ

り
改
め
て
課
題
を
洗
い
出
し
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
の
対
応
を
含
め

た
改
善
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
平
成
29
年
度
部
局
の
運
営
状
況
の

検
証
と
総
括
に
つ
い
て
及
び
平
成

30
年
度
部
局
の
重
点
課
題
と
目
標

に
つ
い
て

回
答
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
セ

ン
タ
ー
に
産
廃
処
分
場
の
建
設
計
画

を
中
止
す
る
よ
う
要
望
し
な
い
の
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
候
補
地
に
つ
い

て
は
セ
ン
タ
ー
が
選
定
し
、
県
条
例

に
基
づ
き
建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
産
廃
処
分
場

は
、
市
民
生
活
と
産
業
活
動
に
密
接

に
関
係
し
、
そ
の
基
盤
と
な
る
施
設

で
あ
る
の
で
、
本
市
か
ら
建
設
計
画

中
止
の
要
望
を
行
う
考
え
は
な
い
。

■
議
員　
旧
淀
江
町
と
し
て
産
廃
処

分
場
の
候
補
地
は
な
い
と
回
答
し
て
、

合
併
後
の
米
子
市
に
引
き
継
い
で
い

る
の
な
ら
、
産
廃
処
分
場
建
設
計
画

に
対
し
て
、
や
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
く
ら
い
の
意
見
を
鳥
取

県
や
県
環
境
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー
に

言
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
意
見
を
言
お
う
と
し
な
い

米
子
市
の
態
度
は
淀
江
町
の
住
民
の

気
持
ち
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
と
し

か
思
え
な
い
。
旧
淀
江
町
の
こ
と
だ

か
ら
関
係
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

そ
の
答
弁
を
淀
江
町
の
人
た
ち
は
ど

う
感
じ
る
の
か
。
旧
淀
江
町
の
回
答
、

淀
江
町
の
住
民
の
気
持
ち
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
が
あ
る
の
な
ら
、
セ
ン

タ
ー
に
対
し
建
設
中
止
を
求
め
る
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。

■
議
員　
学
校
の
歯
科
・
眼
科
検
診

で
要
受
診
と
さ
れ
た
児
童
生
徒
が
そ

の
後
の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
理
由

と
し
て
、
保
護
者
の
理
解
不
足
や
ひ

と
り
親
家
庭
、
貧
困
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。
既
存
の
検
診
デ
ー
タ
な
ど
を
使

え
ば
、
こ
う
し
た
困
難
を
抱
え
る
家

庭
を
把
握
し
支
援
で
き
る
と
思
う
が

所
見
を
伺
う
。

■
教
育
長　
学
校
で
の
健
康
診
断
に

は
、
学
業
や
発
育
に
支
障
と
な
る
疾

病
や
感
染
症
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し

健
康
状
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

課
題
を
明
ら
か
に
し
て
健
康
教
育
に

役
立
て
る
と
い
う
役
割
が
あ
る
。
検

診
の
結
果
、
治
療
が
必
要
な
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
は
受
診
す
る
よ
う
文

書
で
通
知
し
て
い
る
が
、
虫
歯
や
視

力
低
下
の
放
置
は
健
全
な
成
長
を
阻

害
し
、
学
習
環
境
に
も
悪
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
改
め
て
治

療
の
必
要
性
の
周
知
や
積
極
的
な
受

診
の
勧
奨
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
議

員
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
受
診
の
勧

奨
を
行
っ
て
も
適
切
に
治
療
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

健
康
相
談
や
保
健
指
導
の
充
実
を
図

る
取
組
み
も
必
要
だ
と
考
え
る
。
家

庭
状
況
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
教
員

が
児
童
生
徒
と
の
関
わ
り
の
中
で
い

ろ
い
ろ
と
気
付
き
、
情
報
を
持
っ
て

検
診
か
ら
子
育
て
支
援
に
つ
な

げ
る
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一
般
質
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決
算
指
摘
事
項

審
議
結
果

お
し
ら
せ

■
議
員　
箕
蚊
屋
地
区
及
び
弓
浜
地

区
に
お
い
て
、
校
区
に
よ
っ
て
は
通

学
路
に
道
路
照
明
灯
・
防
犯
灯
が
な

く
、
暗
く
な
る
時
間
帯
に
子
ど
も
た

ち
が
下
校
す
る
場
合
、
非
常
に
怖
い

と
い
う
声
を
聞
く
。
市
と
し
て
対
応

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
教
育
長　
道
路
照
明
灯
が
な
い
中

で
下
校
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
た

め
、
日
没
前
に
下
校
す
る
よ
う
学
校

で
指
導
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

■
議
員　
冬
季
の
日
没
時
刻
は
早
い
。

ま
た
、
全
市
的
に
不
審
者
情
報
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
保
護
者
や
子
ど
も

た
ち
は
非
常
に
不
安
に
思
っ
て
い
る
。

通
学
路
の
現
状
に
つ
い
て
実
態
調
査

を
行
い
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
施

策
が
で
き
る
の
か
十
分
に
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
整
備
計
画
等
を
つ

く
る
な
ど
し
、
対
策
を
講
じ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
道
路
照
明
灯
が
な
い
通
学

路
は
市
内
に
多
く
あ
り
、
対
策
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め
に
は
照

明
灯
の
設
置
だ
け
で
は
な
く
、
暗
い

場
所
を
通
ら
な
い
、
暗
く
な
る
前
に

下
校
さ
せ
る
こ
と
等
、
多
角
的
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

■
議
員　
子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
あ

る
。
行
政
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を

通
学
路
の
道
路
照
明
灯・防
犯

灯
に
つ
い
て

■
議
員　
平
成
26
年
に
国
が
策
定
し

た
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大

矢や

田た

貝が
い

香か

織お
り

議
員

■
議
員　
国
土
交
通
省
が
作
成
し
た

平
成
30
年
版
交
通
政
策
白
書
に
お
け

る
特
集
テ
ー
マ
「
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
に
対
応
し
た
交
通
」
の
中
に

高
齢
者
等
が
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
使
い

や
す
く
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
、
社

会
全
体
で
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

体
制
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
記
述
が
あ

る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
本
市
の
見
解

を
伺
う
。
ま
た
、
本
市
の
交
通
施
策

の
検
討
に
お
い
て
、
良
い
意
味
で
影

響
す
る
点
は
な
い
か
伺
う
。

■
市
長　
白
書
に
高
齢
者
が
公
共
交

通
を
よ
り
便
利
に
使
え
る
よ
う
に
と

い
う
視
点
が
入
っ
て
い
る
点
は
、
大

い
に
賛
同
で
き
る
。
し
か
し
、
公
共

■
議
員　
小
中
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ

新
学
習
実
施
要
領
を
全
面
実
施
す
る

際
、
運
用
開
始
時
に
お
い
て
教
員
の

負
担
や
混
乱
を
軽
減
す
る
た
め
に
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
年
数
を
か
け
て
確

保
す
る
の
で
は
な
く
、
実
施
ま
で
に

配
置
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
本

市
の
取
組
み
の
方
針
を
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
は

非
常
に
重
要
性
が
高
い
と
認
識
し
て

い
る
が
、
現
在
、
直
ち
に
職
員
を
増

員
し
て
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

地
域
公
共
交
通
の
充
実
・
再
編

に
つ
い
て

小
中
学
校
の
学
習
環
境
の
整
備・

充
実
に
つ
い
て

公
明
党

議
員
団

（

）

戸と

田だ 

隆り
ゅ
う

次じ

議
員（
政せ

い

英え
い

会か
い

）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

綱
の
中
で
、
貧
困
の
改
善
に
向
け
た

重
点
施
策
と
し
て
、
保
護
者
・
子
ど

も
の
生
活
支
援
、
経
済
的
支
援
、
保

護
者
に
対
す
る
就
労
支
援
、
子
ど
も

の
貧
困
に
関
す
る
調
査
・
研
究
等
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
関
し

て
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行

っ
て
い
る
の
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
生
活
の
支
援
と

し
て
こ
ど
も
総
合
相
談
窓
口
の
設
置

等
、
経
済
的
支
援
と
し
て
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
や
小
児
医
療
費
の
軽
減

等
、
就
労
支
援
と
し
て
高
等
職
業
訓

練
促
進
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
民
間
団
体
と
連
携
し
、
実
態
調

査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

■
議
員　
平
成
27
年
に
県
が
「
子
ど

も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」
を
策
定

し
て
お
り
、
ま
た
平
成
29
年
に
は
鳥

取
市
が
同
様
の
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。
本
市
と
し
て
も
早
急
に
計
画
を

策
定
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
国
は
大

綱
を
定
め
、
都
道
府
県
は
大
綱
を
勘

案
し
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
市
町

村
に
計
画
策
定
の
定
め
は
な
い
が
、

施
策
を
明
確
に
す
る
上
で
必
要
と
考

え
る
た
め
、
子
ど
も
食
堂
の
施
設
設

置
に
係
る
補
助
金
要
綱
を
盛
り
込
ん

だ
計
画
を
策
定
し
た
い
。

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
検
診
デ
ー

タ
も
有
効
な
手
段
と
し
て
関
係
機
関

と
の
連
携
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
地
域
福
祉
計
画
の
充
実
に
向
け
て

○
職
場
環
境
の
改
善

交
通
が
持
続
可
能
な
状
態
で
運
営
さ

れ
て
い
る
の
は
、
都
市
部
の
よ
う
に

現
役
世
代
の
利
用
者
負
担
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
そ
の
こ
と
が
高
齢

者
を
含
め
た
移
動
困
難
な
方
に
対
し

て
も
利
便
性
の
提
供
を
可
能
に
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
利
便
性
向
上
の
た
め
に
は
、
現

役
世
代
な
ど
を
含
め
た
幅
広
い
世
代

に
と
っ
て
使
い
や
す
い
公
共
交
通
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
白
書
が
こ
う
し
た
点
に
つ
い

て
必
ず
し
も
記
述
が
十
分
で
な
い
こ

と
か
ら
、
本
市
の
取
組
み
の
ほ
う
が

先
進
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
、

白
書
の
内
容
が
国
か
ら
の
支
援
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
外

部
へ
の
委
託
を
含
め
た
検
討
が
必
要

と
考
え
る
。

■
議
員　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
他
の
業

務
を
抱
え
な
が
ら
務
ま
る
の
か
、
外

部
へ
の
委
託
が
可
能
か
ど
う
か
を
含

め
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
本
年
７
月
12
日
付
け
の
文
部
科

学
省
の
「
第
３
期
教
育
基
本
計
画
を

踏
ま
え
た
、
新
学
習
指
導
要
領
実
施

に
向
け
て
の
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
事

業
の
推
進
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
で

は
、
各
地
方
自
治
体
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
に
関
し
て
高
い
優
先
度
が
与
え

ら
れ
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
の
み
な

ら
ず
首
長
部
局
の
理
解
と
協
力
を
得

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
効
果
的
な

方
策
に
つ
い
て
積
極
的
な
検
討
を
期

待
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
教
育
長
か

ら
首
長
部
局
へ
の
強
力
な
働
き
か
け

を
お
願
い
し
た
い
。
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■
議
員　
今
年
度
中
に
米
子
市
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
を
策
定
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
の
計
画
の
概
要
、
ま

た
策
定
の
時
期
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
は
、
大
規
模
災
害
に
備
え
、

本
市
が
実
施
す
る
事
前
防
災
・
減
災
、

迅
速
な
復
旧
・
復
興
に
資
す
る
施
策

を
ま
ち
づ
く
り
政
策
や
産
業
政
策
も

含
め
た
総
合
的
な
取
組
み
と
し
て
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
指
針
を
定

め
た
も
の
で
あ
る
。
本
計
画
策
定
に

よ
っ
て
、
い
か
な
る
自
然
災
害
に
お

い
て
も
機
能
不
全
に
陥
ら
な
い
ま
ち

づ
く
り
に
必
要
な
取
組
み
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本

■
議
員　
米
子
城
跡
整
備
基
本
計
画

策
定
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
文
化
財
と
し
て
の
整
備
だ
け

で
は
な
く
、
観
光
資
源
と
し
て
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長　
平
成
29
年
に
策

定
し
た
保
存
活
用
計
画
に
記
載
し
て

あ
る
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
今

年
度
中
に
整
備
基
本
計
画
を
策
定
す

る
。
整
備
基
本
構
想
で
は
、
観
光
拠

点
と
し
て
充
実
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を

目
標
と
し
て
い
る
。
整
備
と
あ
わ
せ

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
つ
い

て

観
光
政
策
に
つ
い
て

計
画
は
、
意
見
公
募
手
続
等
を
経
て
、

来
年
３
月
末
ま
で
に
策
定
す
る
。

■
議
員　
本
市
の
防
災
・
減
災
の
た

め
、
ま
た
経
済
活
動
の
活
性
化
の
た

め
に
も
山
陰
新
幹
線
・
伯
備
新
幹
線

の
早
期
実
現
が
最
重
要
課
題
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
日
本
海
国
土
軸
と
な
る
山

陰
新
幹
線
と
日
本
海
側
と
山
陽
側
を

結
ぶ
伯
備
新
幹
線
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
観
点
か
ら
切
り
離
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
と
も
に
整
備
す
る
こ
と
で
国

土
強
靭
化
及
び
地
方
創
生
の
両
面
で

大
き
な
相
乗
効
果
が
生
じ
る
と
考
え

る
。
両
新
幹
線
と
も
基
本
計
画
路
線

か
ら
整
備
計
画
路
線
へ
の
格
上
げ
を

目
指
し
、
関
係
自
治
体
等
と
連
携
し

な
が
ら
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

取
り
巻
く
環
境
の
整
備
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
。
今
後
、
対
策
を
検
討
し

て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
鳥
取
大
学
医
学
部
と
の
連
携
強
化

に
つ
い
て

○
学
校
給
食
用
食
材
に
つ
い
て

岩い
わ
さ
き﨑 

康や
す
ろ
う朗

議
員（
政せ

い

英え
い

会か
い

）

て
城
跡
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
魅

力
発
信
、
案
内
看
板
の
設
置
等
に
よ

り
、
観
光
面
で
の
効
果
を
上
げ
た
い
。

■
議
員　
本
市
を
取
り
巻
く
自
然
環

境
を
生
か
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
の
拠
点
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
拠
点
の
整
備
は
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
将
来
に
向

け
て
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
観
光
振
興
に
は
、
核
と
な

る
テ
ー
マ
が
必
要
で
あ
り
、
本
市
の

テ
ー
マ
は
、
「
世
界
に
誇
る
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
」
と
考
え
る
が
、

こ
の
こ
と
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
県
西
部
圏
域
に
は
、
日
本

遺
産
や
大
企
業
も
認
め
る
水
資
源
等

が
あ
り
、
大
山
を
取
り
巻
く
自
然
環

境
こ
そ
、
世
界
に
誇
れ
る
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
の
大
き
な
一
つ
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

※
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
は

　

米
国
で
発
案
さ
れ
た
社
会
資
本
整
備
手

法
。
自
然
環
境
が
有
す
る
機
能
を
社
会
に
お

け
る
様
々
な
問
題
解
決
に
活
用
す
る
考
え

方
。

■
議
員　
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

整
備
計
画
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
整
備
に

つ
い
て
は
国
の
補
助
事
業
等
の
財
源

を
確
保
し
つ
つ
、
計
画
的
に
図
る
こ

と
と
し
、
今
年
度
中
に
具
体
的
な
整

備
方
針
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
議
員　
整
備
に
つ
い
て
は
、
お
お

む
ね
10
年
を
か
け
て
行
う
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
10
年
も
か
け
る
事
業
で

あ
る
の
か
。
短
い
期
間
で
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
市
長　
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
考
え
で
３
月
に
表
明
し
、
向
か
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
、

秋
の
臨
時
国
会
に
補
正
予
算
が
計
上

さ
れ
る
と
の
情
報
が
あ
り
、
今
年
の

夏
の
猛
暑
も
考
え
る
と
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
設
置
し
た
い
と
考
え
る
が
、

エ
ア
コ
ン
機
器
の
調
達
や
財
源
措
置

等
様
々
な
要
素
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

３
年
が
一
つ
の
め
ど
に
な
る
と
考
え
、

■
議
員　
長
期
未
着
手
の
都
市
計
画

道
路
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
廃
止

す
べ
き
も
の
は
廃
止
す
べ
き
と
議
会

で
発
言
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
本
年

２
月
に
５
路
線
８
区
間
を
廃
止
し
た

決
断
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
の
努
力

を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
他
、

未
着
手
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
い
つ

ご
ろ
を
め
ど
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
の
か
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
現
在
、
実
施
し

て
い
る
安
倍
三
柳
線
等
の
進
捗
状
況

等
を
踏
ま
え
、
平
成
32
年
度
ご
ろ
を

め
ど
に
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
。

■
議
員　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
観

点
と
は
逆
に
、
本
市
で
は
郊
外
へ
向

か
う
道
路
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
中

心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
に
も
、
中

心
部
へ
誘
導
す
る
よ
う
な
道
路
整
備

を
考
え
る
必
要
は
な
い
の
か
。

岡お
か

田だ 

啓け
い

介す
け

議
員（
政せ

い

英え
い

会か
い

）

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
計

画
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

指
示
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
議
員　
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

の
整
備
に
つ
い
て
、
今
後
、
迅
速
に

対
応
し
て
い
く
と
い
う
考
え
を
、
教

育
長
な
り
市
長
か
ら
、
子
ど
も
や
保

護
者
へ
表
明
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
整
備
に
向
け
て
は
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
国
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
県
に
対
し
て
も
協
力
を
求
め

る
よ
う
要
望
さ
れ
た
い
。

※
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意
　
見
　
書

一
般
質
問

決
算
指
摘
事
項

審
議
結
果

お
し
ら
せ

■
議
員　
複
雑
に
絡
ん
だ
生
活
困
難

者
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
全
体

を
把
握
し
た
上
で
、
支
援
策
を
当
事

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト

の
構
築
が
本
市
で
も
必
要
と
考
え
る
。
■
議
員　
本
市
に
は
７
カ
所
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
そ
の

伊い

藤と
う

ひ
ろ
え
議
員（
信し

ん

風ぷ
う

）

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

　
そ
こ
で
、
多
重
債
務
問
題
に
つ
い

て
、
市
民
相
談
の
中
で
の
相
談
件
数

を
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
平
成
27
年
度
は

相
談
件
数
１
０
８
８
件
の
う
ち
72
件
、

平
成
28
年
度
は
相
談
件
数
１
０
１
８

件
の
う
ち
78
件
、
平
成
29
年
度
は
相

談
件
数
１
２
８
１
件
の
う
ち
94
件
で

あ
る
。

■
議
員　
相
談
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
相
談
者
の
債
務

状
況
を
詳
し
く
聞
き
取
り
、
そ
の
状

況
に
よ
り
弁
護
士
の
法
律
相
談
や
裁

判
所
等
、
関
係
機
関
へ
案
内
し
て
い

る
。
ま
た
、
相
談
者
の
希
望
に
よ
り
、

弁
護
士
の
法
律
相
談
へ
の
付
き
添
い

な
ど
の
対
応
も
行
っ
て
い
る
。

■
議
員　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、

精
神
障
が
い
で
客
観
的
な
判
断
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、
特
に
パ

ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
視
点
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
多
重
債
務
相
談

に
お
い
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
の

視
点
が
必
要
な
場
合
は
、
市
の
他
部

署
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対

応
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

■
総
合
政
策
部
長　
現
在
施
工
中
の

道
路
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
、

中
心
市
街
地
活
性
化
の
視
点
を
含
め
、

検
討
す
る
こ
と
と
な
る
。

■
議
員　
現
在
未
着
手
の
米
子
駅
車

尾
線
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
点

か
ら
考
え
て
も
着
手
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

■
市
長　
郊
外
と
中
心
市
街
地
の
一

体
的
な
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
中

心
市
街
地
へ
向
か
う
道
路
整
備
は
大

切
だ
と
考
え
る
。
今
回
の
路
線
に
つ

い
て
も
中
心
市
街
地
活
性
化
の
視
点

を
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
都
市
公
園
の
現
状
に
つ
い
て

○
ふ
れ
あ
い
の
里
の
現
状
に
つ
い
て

多
く
は
高
齢
者
介
護
事
業
所
が
運
営

し
て
い
る
。
障
が
い
や
高
齢
と
い
う

制
度
に
よ
る
区
分
を
し
な
い
地
域
包

括
的
ケ
ア
の
仕
組
み
へ
対
応
す
る
方

向
と
考
え
る
が
、
現
状
の
ま
ま
で
障

が
い
者
へ
の
対
応
が
で
き
る
の
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
障
が
い
者
の

相
談
は
本
来
の
業
務
で
は
な
く
、
高

齢
者
の
支
援
を
す
る
中
で
、
障
が
い

者
の
相
談
を
受
け
た
際
に
関
係
機
関

へ
つ
な
い
で
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。　

国
の
基
準
も
平
成
30
年
度
か
ら
改
正

さ
れ
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い

て
支
援
を
し
て
い
た
相
談
支
援
員
と

の
連
携
や
、
介
護
を
行
う
家
族
へ
の

支
援
の
重
要
性
等
が
明
記
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
も
、
障
が
い
者
相
談

に
つ
い
て
は
各
機
関
と
連
携
を
図
っ

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

■
議
員　
現
在
の
運
営
で
は
包
括
的

な
支
援
は
難
し
い
と
考
え
る
。
市
の

直
営
と
す
る
か
、
直
営
を
１
カ
所
つ

く
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
現
在
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
図

る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
の
見

直
し
を
進
め
て
い
る
。
直
営
方
式
が

よ
い
の
か
委
託
の
ま
ま
が
よ
い
の
か
、

今
後
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
で
議
論
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

安あ

達だ
ち 

卓た
か

是し

議
員（
信し

ん

風ぷ
う

）

■
議
員　
高
齢
化
率
が
年
々
上
昇
し

て
き
て
い
る
中
で
、
地
域
の
雑
貨
店

も
後
継
者
が
な
く
閉
店
し
て
い
く
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
年
々
買
い
物
困

難
者
が
ふ
え
て
い
く
と
考
え
る
が
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
本
市
と
し
て
は

地
域
ケ
ア
会
議
の
協
議
等
も
行
い
な

が
ら
、
地
域
で
買
い
物
困
難
者
を
支

え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

買
い
物
を
補
完
す
る
方
法
と
し
て
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
配
達
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介
や
、
一
般
介
護
事
業
と
し
て

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ハ
ビ
リ
事
業
等
は

引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。　

■
議
員　
地
域
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
は
、
可
能
な
限
り
さ

ま
ざ
ま
な
要
望
に
対
し
て
協
力
し
て

く
れ
る
が
、
精
肉
、
鮮
魚
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
仕
入
れ
が
難
し
く
、

高
齢
者
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で

■
議
員　
こ
と
し
の
夏
は
平
年
と
比

べ
非
常
に
暑
か
っ
た
が
、
こ
の
暑
さ

の
中
で
、
白
ネ
ギ
の
収
穫
か
ら
出
荷

ま
で
の
品
質
管
理
を
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
特
に
収
穫

後
の
品
質
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
掘
り

取
っ
た
白
ネ
ギ
を
で
き
る
限
り
早
い

段
階
で
共
同
選
果
場
や
集
荷
場
に
持

ち
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ

も
農
家
に
注
意
喚
起
を
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
で
は
集
荷
場
や
予
冷
セ

ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た
白
ネ
ギ
を

す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に
搬
入
し
、
市
場
ま

で
の
輸
送
は
保
冷
車
を
使
う
な
ど
品

質
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
。　

■
議
員　
今
後
、
こ
の
暑
さ
が
ず
っ

と
続
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
農

作
業
等
の
改
善
を
求
め
ら
れ
、
補
助

メ
ニ
ュ
ー
等
の
助
成
措
置
を
考
え
て

買
い
物
困
難
者
へ
の
地
域
ご
と

の
施
策
に
つ
い
て

地
域
農
業
特
産
品（
白
ネ
ギ
）

の
総
合
的
な
対
策
に
つ
い
て

き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

実
態
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
精
肉
、
鮮
魚
に
つ
い
て
は

一
般
の
小
売
業
で
も
仕
入
れ
が
難
し

い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

何
ら
か
の
形
で
、
買
い
物
困
難
地
域

に
特
別
な
配
慮
が
で
き
な
い
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
機
会
が
あ
れ
ば
流
通

業
者
に
お
願
い
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
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■
議
員　
第
45
回
米
子
が
い
な
祭
が

開
催
さ
れ
、
市
民
の
祭
と
し
て
、
ま

た
文
化
と
し
て
定
着
し
て
き
て
お
り
、

祭
り
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
シ
ビ

ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
５
年
後
、
50
周
年
を
迎

■
議
員　
こ
と
し
の
夏
は
記
録
的
な

暑
さ
で
あ
っ
た
が
、
夏
休
み
に
入
る

奥お
く

岩い
わ 

浩ひ
ろ

基き

議
員（
政せ

い

英え
い

会か
い

）

米
子
が
い
な
祭
に
つ
い
て

小
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
今
ま

で
以
上
に
白
ネ
ギ
の
品
種
改
良
を
進

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
本
市
の
農
業
が
発
展
す
る

た
め
に
は
、
必
要
な
支
援
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
、
国
や
県
と
一
緒
に
補
助
メ
ニ
ュ

ー
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
白
ネ
ギ
の
品
種
改
良
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
気
候
の
推
移
を

注
視
し
な
が
ら
、
品
種
改
良
の
余
地

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
障
が
い
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
施

策
に
つ
い
て

え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
祭
り
に
し
た

い
の
か
、
本
市
の
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　
米
子
が
い
な
祭
は
、
市
民

参
加
型
の
祭
と
し
て
、
市
民
の
熱
意

と
尽
力
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
継
続
発

展
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
形
を
継
承
、 

尊
重
し
つ
つ
、
新
た
な
取
組
み
や
財

源
の
確
保
・
強
化
な
ど
に
つ
い
て
、

米
子
が
い
な
祭
振
興
会
で
検
討
し
、

50
回
目
の
が
い
な
祭
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
思
い
出
に
残
る
、
市
民
と
感

動
を
分
か
ち
合
え
る
祭
り
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
本
年
度
は
新
た
に
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

取
組
み
に
よ
り
財
源
確
保
を
図
っ
た

が
、
昨
年
度
は
赤
字
決
算
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
50
回
目
に
向
け
て
は
積

立
を
し
て
は
ど
う
か
。

■
経
済
部
長　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
等
の
取
組
み
を
今
後
も
継
続

し
、
新
た
な
収
入
の
確
保
や
支
出
内

容
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
も
、
実
行

委
員
会
や
財
務
委
員
会
と
協
議
し
な

が
ら
、
50
周
年
の
祭
り
を
実
施
す
る

た
め
積
立
が
で
き
る
よ
う
財
務
体
質

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ま
で
の
７
月
の
小
学
校
の
教
室
の
室

温
に
つ
い
て
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

階
数
ご
と
の
教
室
の
気
温
に
つ
い
て

伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
本
年
７

月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
、
室
温
調
査
を
実
施
し
た
が
、

そ
の
結
果
、
小
学
校
の
平
均
室
温
は

29
・
９
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
各
階

に
お
け
る
平
均
気
温
は
、
１
階
が
28
・

７
度
、
２
階
が
30
・
０
度
、
３
階
が

30
・
９
度
で
あ
っ
た
。

■
議
員　
こ
の
よ
う
に
非
常
に
高
い

気
温
の
中
で
、
学
校
教
育
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
、
教
育
現
場
と
し
て
適

切
で
あ
る
と
考
え
る
か
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
夏
季
の

室
温
が
28
度
以
下
に
設
定
さ
れ
て
い

る
官
公
庁
も
含
め
た
一
般
的
な
事
業

所
と
比
較
す
る
と
、
教
室
の
室
温
は

高
く
、
ま
た
近
年
の
猛
暑
に
よ
り
、

夏
季
の
学
習
環
境
は
以
前
と
比
べ
て

も
適
し
た
状
況
と
は
言
え
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。　

■
議
員　
こ
の
た
び
の
本
議
会
に
お

い
て
、
市
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
整
備
計
画
を
10
カ
年
か

ら
３
カ
年
計
画
に
短
縮
す
る
と
い
う

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
教
育
の
現
場
と

し
て
は
早
急
に
改
善
す
る
必
要
が
あ

り
、
整
備
計
画
を
さ
ら
に
短
縮
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
米
子
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福

祉
活
動
計
画
策
定
に
つ
い
て

三み

鴨か
も 

秀ひ
で

文ふ
み

議
員（
政せ

い

英え
い

会か
い

）

■
議
員　
家
庭
教
育
は
す
べ
て
の
教

育
の
出
発
点
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
教

育
の
基
盤
と
な
る
た
め
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
家
族
構
成
の
変
化
、

地
域
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
等
に
よ

り
、
悩
み
を
抱
え
た
ま
ま
保
護
者
が

孤
立
し
て
し
ま
う
な
ど
の
問
題
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
す
べ
て
の
家
庭
に
対

し
家
庭
教
育
支
援
を
行
う
と
同
時
に
、

問
題
を
抱
え
る
家
庭
の
事
情
に
寄
り

添
っ
た
個
別
の
支
援
を
行
う
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
行
政
は
教
育
基
本
法

に
基
づ
き
、
家
庭
教
育
の
自
主
性
を

尊
重
し
つ
つ
、
保
護
者
へ
の
学
習
の

機
会
・
情
報
の
提
供
等
、
支
援
を
積

極
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
行
政
の
役
割

を
整
理
し
、
支
援
の
推
進
体
制
を
見

直
し
て
い
く
。
本
年
４
月
に
設
置
し

た
「
こ
ど
も
総
合
相
談
窓
口
」
に
お

い
て
、
家
庭
教
育
支
援
の
理
念
を
踏

家
庭
教
育
支
援
の
推
進
に
つ
い

て

ま
え
た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
本
市
の
家
庭
教
育
支
援
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
普
及
・
啓
発
の

段
階
で
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
原

因
と
し
て
支
援
の
体
制
整
備
、
ま
た

市
民
と
の
意
識
の
共
有
が
図
ら
れ
て

な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
家
庭
教

育
支
援
に
は
、
市
民
・
地
域
の
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
行
政
と
は
異
な
っ

た
役
割
を
期
待
さ
れ
る
取
組
み
と
し

て
「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
」
に
よ

る
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

本
市
に
は
支
援
チ
ー
ム
が
１
チ
ー
ム

し
か
な
い
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
中
学

校
区
ご
と
に
立
ち
上
げ
、
地
域
に
お

い
て
支
援
の
つ
な
が
り
を
形
成
す
る

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
は
ど
う
か

と
考
え
る
。
学
校
、
保
育
園
・
幼
稚

園
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
主

任
児
童
委
員
等
と
支
援
チ
ー
ム
が
連

携
し
、
問
題
を
抱
え
る
家
庭
へ
の
訪

問
型
支
援
を
行
う
な
ど
、
地
域
に
お

い
て
有
効
的
に
循
環
さ
せ
る
仕
組
み

づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
仕
組
み
づ
く

り
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
子
育
て
支
援
に
関
し
て
は
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
担
っ
て

い
る
が
、
よ
り
身
近
な
場
所
を
拠
点

に
家
庭
・
地
域
・
学
校
等
が
相
互
に

連
携
協
力
で
き
る
仕
組
み
を
考
え
て

い
き
た
い
。

■
議
員　
今
後
、
家
庭
教
育
支
援
の

推
進
に
関
す
る
課
題
の
整
理
、
ま
た

※
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推
進
体
制
の
整
備
に
向
け
て
、
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
育
ち
の
た
め
に
は
、
議

員
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
全
て
の
家

庭
へ
の
支
援
と
問
題
を
抱
え
る
家
庭

に
寄
り
添
っ
た
個
別
の
支
援
が
重
要

と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
保
護

者
、
学
校
、
地
域
等
が
相
互
に
連
携

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
、

現
状
及
び
課
題
を
整
理
し
、
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
体
制
を
検
討
し
た
い
。

※
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
と
は

　
身
近
な
地
域
に
お
い
て
子
育
て
・
家
庭
教

育
に
関
す
る
相
談
活
動
、
親
子
で
参
加
す
る

様
々
な
取
組
み
や
学
習
機
会
、
子
育
て
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
等
が
主
な
活
動
。
学
校
や

地
域
、
教
育
委
員
会
な
ど
の
行
政
機
関
や
福

祉
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

る
。
文
部
科
学
省
の
施
策
と
し
て
、
全
国
各

地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
　

山や
ま

川か
わ 

智ち

帆ほ

議
員

■
議
員　
知
事
は
、
県
議
会
定
例
会

で
、
Ｊ
Ｒ
の
支
社
機
能
が
米
子
市
外

へ
移
転
す
る
と
伺
っ
た
た
め
、
そ
う

な
ら
ぬ
よ
う
米
子
市
に
協
力
す
る
旨

の
発
言
を
さ
れ
た
。
市
民
や
市
役
所

米
子
駅
南
北
自
由
通
路
等
整
備

事
業
に
つ
い
て

よ
な
ご

・
未
来

（

）

幹
部
の
間
に
も
、
そ
う
い
う
こ
と
な

ら
や
む
を
得
な
い
と
い
う
考
え
も
あ

る
。
し
か
し
、
公
式
の
審
議
会
に
お

い
て
Ｊ
Ｒ
側
は
そ
の
よ
う
な
発
言
を

し
た
覚
え
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。
両

者
に
お
い
て
見
解
の
相
違
が
あ
る
。

知
事
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、
話

を
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
本
市
が
決
定
し
た
整
備
事

業
に
対
し
支
援
表
明
さ
れ
た
知
事
の

考
え
も
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
招

致
は
不
要
と
考
え
る
。

■
議
員　
米
子
駅
周
辺
の
開
発
に
つ

い
て
駅
南
側
の
開
発
の
可
能
性
、
残

地
は
ど
の
く
ら
い
か
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
現
時
点
で
は
具

体
的
な
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

■
議
員　
具
体
的
な
こ
と
が
決
ま
っ

て
な
く
て
も
30
億
円
の
支
払
義
務
が

既
に
生
じ
て
い
る
。
本
事
業
費
は
約

60
億
円
だ
が
、
過
去
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
事
業
は
２
・
４
倍
に
増
額
し
た
。

本
事
業
も
ふ
え
る
お
そ
れ
は
な
い
か
。

見
積
も
り
は
ど
こ
が
行
っ
た
か
。

■
都
市
整
備
部
長　
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

西
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
で
あ
る
。

■
議
員　
Ｊ
Ｒ
の
関
係
者
で
は
な
い

か
。
他
の
業
者
に
相
見
積
も
り
を
取

っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
経
緯
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
算
定
根
拠
と
な

る
単
価
は
関
係
職
員
が
精
査
し
、
算

出
し
た
。

■
議
員　
担
当
職
員
は
、
特
殊
で
あ

り
、
精
査
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
相
見
積
を
し
、
数
億

で
も
圧
縮
す
る
必
要
が
あ
る
。
事
業

の
投
資
効
果
を
は
か
る
比
率
に
つ
い

て
、
１
以
上
で
あ
れ
ば
、
効
果
あ
り

と
さ
れ
る
。
事
業
費
が
増
額
し
た
場

合
、
幾
ら
に
な
る
と
１
を
下
回
り
、

効
果
が
な
い
と
さ
れ
る
か
。

■
都
市
整
備
部
長　
約
64
億
円
か
ら

65
億
円
で
あ
る
。

■
議
員　
市
民
に
青
写
真
を
示
し
、

費
用
対
効
果
を
説
明
し
た
か
。

■
都
市
整
備
部
長　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
募
集
の
際
に
示
し
て
い
る
。

■
議
員　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
移
転

を
や
め
た
理
由
や
新
駅
ビ
ル
が
４
階

建
て
か
ら
２
階
建
に
縮
小
す
る
等
の

変
更
点
、
費
用
対
効
果
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。
市
民
に
対
し
早
急
に
青
写

真
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
現
在
、
南
北
自
由
通
路
は

詳
細
設
計
に
入
っ
て
お
り
、
本
市
は

だ
ん
だ
ん
広
場
等
の
利
活
用
に
つ
い

て
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
結
果
を
市
民
に
示
し
た
い
。

■
議
員　
本
事
業
で
幾
ら
借
金
を
し
、

益
は
あ
る
の
か
と
い
っ
た
重
要
な
情

報
を
市
民
へ
適
時
適
切
に
開
示
す
る

の
は
当
然
で
あ
る
と
同
時
に
、
適
切

な
収
支
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

前ま
え

原は
ら 　
茂し

げ
る

議
員

■
議
員　
本
市
に
お
け
る
通
学
路
で

の
児
童
生
徒
の
事
故
件
数
の
推
移
と

そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長　
平
成
27
年
度
か
ら
29
年

度
に
お
い
て
、
小
学
校
で
は
８
件
、

５
件
、
７
件
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る

も
の
の
、
中
学
校
で
は
11
件
、
17
件
、

24
件
と
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
校
長
会
で
注
意
喚
起

を
行
っ
た
り
、
事
故
件
数
の
多
い
学

校
に
は
、
個
別
で
聞
き
取
り
や
指
導

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
議
員　
小
中
学
校
を
合
算
す
る
と

19
件
、
22
件
、
31
件
で
あ
り
、
事
故

の
程
度
は
わ
か
ら
な
い
が
増
加
傾
向

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
は
歩
行
者
と
車
両
の
分
離
が
最
重

要
で
あ
り
、
歩
道
が
確
保
で
き
な
い

通
学
路
な
ど
で
は
注
意
喚
起
を
促
す

カ
ラ
ー
舗
装
（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
）

と
い
う
方
法
が
あ
る
。
バ
ス
が
通
行

し
、
交
通
量
も
あ
る
が
道
幅
が
狭
く

歩
道
が
未
設
置
な
箇
所
、
特
に
内
浜

■
議
員　
先
進
自
治
体
で
は
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
方
に
対
し
、
行
政
自
ら
が
積

極
的
に
肯
定
し
、支
援
し
て
い
く「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
宣
言
」
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

宣
言
が
で
き
な
い
も
の
か
伺
う
。

■
市
長　
宣
言
の
中
身
に
つ
い
て
は

既
に
本
市
で
も
実
行
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
宣
言
後
の
政
策
等
し
っ
か

り
と
研
究
し
た
上
で
、
宣
言
す
る
か

ど
う
か
の
プ
ロ
セ
ス
に
入
り
た
い
。

■
議
員　
教
育
現
場
に
お
い
て
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
授
業
で
取
り
上
げ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
教
育
長　
尚
徳
中
学
校
に
お
い
て

は
２
年
前
か
ら
授
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
現
在
、
市
内
中
学
校
の
半
数
近

く
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
学
習
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
発
達
段
階
に

応
じ
た
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
。

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
）へ
の
支
援
に
つ
い
て

公
明
党

議
員
団

（

）

線
の
崎
津
・
彦
名
の
通
学
路
に
こ
そ

舗
装
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
都
市
整
備
部
長　
幅
員
が
一
定
程

度
あ
る
場
所
は
外
側
線
を
引
き
、
路

側
帯
を
確
保
し
て
い
る
。
現
状
様
々

な
理
由
か
ら
歩
道
が
設
置
で
き
な
い

状
況
で
あ
り
、
そ
の
代
替
と
し
て
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
を
要
望
さ
れ

る
場
合
は
、
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
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意
　
見
　
書

一
般
質
問

決
算
指
摘
事
項

審
議
結
果

お
し
ら
せ

遠え
ん

藤ど
う 　
通と

お
る

議
員

■
議
員　
市
営
河
崎
住
宅
は
管
理
戸

数
３
５
８
戸
の
う
ち
、
１
１
９
戸
が

空
き
室
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
現

状
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

■
市
長　
現
在
、
廃
止
や
建
て
か
え
、

大
規
模
改
修
の
た
め
、
募
集
を
停
止

し
て
お
り
、
長
寿
命
化
事
業
の
進
捗

を
図
り
、
完
了
し
た
住
宅
か
ら
募
集

を
行
い
、
入
居
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
空
き
室
の
解
消
を
し
て
い
く
。　

■
議
員　
こ
れ
ま
で
長
寿
命
化
事
業

の
予
算
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
２
年

度
し
か
な
い
。
国
の
交
付
金
が
支
給

さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
事
業
が
進
ん
で

い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
毎
年
、

予
算
計
上
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

が
、
現
在
の
結
果
を
招
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

■
市
長　
事
業
が
お
く
れ
て
い
る
の

は
認
識
し
て
い
る
。
国
の
交
付
金
が

支
給
さ
れ
た
都
度
、
予
算
計
上
を
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
る
と
い
う

現
状
で
あ
る
。

■
議
員　
産
廃
処
分
場
計
画
に
つ
い

て
、
地
元
６
自
治
会
の
同
意
が
な
け

れ
ば
、
地
元
の
同
意
を
得
た
こ
と
に

な
ら
な
い
と
い
う
基
本
姿
勢
は
今
も

変
わ
ら
な
い
の
か
伺
う
。

■
市
長　
基
本
的
に
合
意
が
前
提
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か

し
、
自
治
会
単
位
で
合
意
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
の
手
続
と
し
て
、
現
在
、

県
の
意
見
調
整
手
続
が
行
わ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
は
そ
れ

を
尊
重
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。　

■
議
員　
平
成
27
年
９
月
28
日
付
で

産
業
廃
棄
物
処
分
場
に
係
る
作
業
委

託
契
約
の
締
結
に
関
す
る
覚
書
が
県

環
境
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー
と
環
境
プ

ラ
ン
ト
工
業
と
で
交
わ
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
委
託
業
務
の
範

公
有
財
産
の
管
理
と
市
長
の
政

治
姿
勢
に
つ
い
て

「
淀
江
産
廃
処
分
場
計
画
」に
つ

い
て

一　
院

ク
ラ
ブ

（

）

■
議
員　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
学
校
で
の
相

談
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
特
化
し
た

も
の
で
は
な
い
が
、
学
級
担
任
が
学

期
に
１
回
行
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専

門
員
が
行
う
教
育
相
談
、
保
健
室
な

ど
が
相
談
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

■
議
員　
図
書
館
や
保
健
室
に
関
連

書
籍
を
置
く
こ
と
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
も
子
ど
も
の
情
報
取
得
の
機
会
と

な
る
。
ま
た
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
を
表

す
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
を
飾
る
こ

と
な
ど
を
検
討
さ
れ
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
弓
浜
部
の
農
業
に
つ
い
て

土ど

光こ
う 　

均ひ
と
し

議
員

■
議
員　
原
発
事
故
の
際
、
放
射
性

物
質
が
拡
散
し
て
か
ら
避
難
す
る
今

の
避
難
計
画
で
は
屋
内
退
避
の
段
階

で
も
被
曝
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
多
く

の
市
民
へ
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前

配
布
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
本
市
が
行
っ
て
い
る
安
定

■
議
員　
平
成
29
年
２
月
に
鳥
取
県

環
境
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た

事
業
者
、
農
業
者
、
水
利
権
者
に
対

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
に

関
し
て

淀
江
産
業
廃
棄
物
処
理
場
建
設

計
画
に
つ
い
て

よ
な
ご

・
未
来

（

）

ヨ
ウ
素
剤
の
希
望
者
へ
の
事
前
配
布

に
つ
い
て
は
、
政
府
の
方
針
等
に
従

っ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

■
議
員　
一
時
集
結
所
へ
歩
い
て
避

難
す
る
際
の
リ
ス
ク
は
ど
う
か
。

■
防
災
安
全
監　
被
曝
の
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
が
、
放
射
性
物
質
の

放
出
が
予
測
さ
れ
る
際
に
は
避
難
指

示
等
を
出
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
早

期
の
対
応
に
努
め
た
い
。

■
議
員　
安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
一
時
集

結
所
で
医
師
等
に
よ
る
説
明
・
問
診
・

服
用
適
否
の
判
断
・
配
布
服
用
と
な

る
。
事
故
の
状
況
下
で
対
応
可
能
か
。

■
防
災
安
全
監　
配
布
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
自
家
用
車
で
の
避
難
は
９

割
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
車
の
場
合
、

避
難
退
域
時
検
査
場
で
安
定
ヨ
ウ
素

剤
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
が
、
検

査
場
に
向
か
わ
な
い
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
大
勢
が
向
か
っ
た
場

合
の
混
雑
等
考
え
て
も
、
適
切
な
服

用
は
困
難
で
あ
り
、
事
前
配
布
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
防
災
安
全
監　
検
査
場
は
県
の
管

轄
で
あ
り
、
想
定
内
と
聞
い
て
い
る
。

す
る
説
明
会
は
、
対
象
者
約
４
０
０

人
に
対
し
、
事
実
上
１
人
の
参
加
で

周
知
方
法
に
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え

る
。
県
条
例
の
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
、
水
利
権
者
に
は
個
別
に
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
と
あ
る
が
、
実
際
は

Ｈ
Ｐ
と
新
聞
広
告
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
法
令
順
守
違
反
で
は
な
い
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
セ
ン
タ
ー
は
水

利
権
者
の
調
査
の
た
め
農
地
台
帳
の

閲
覧
を
行
っ
た
が
、
氏
名
の
特
定
の

み
で
住
所
は
非
開
示
の
た
め
閲
覧
で

き
な
か
っ
た
と
県
か
ら
伺
っ
て
い
る
。

■
議
員　
農
地
台
帳
で
は
不
明
で
も
、

不
動
産
登
記
簿
を
確
認
す
れ
ば
わ
か

る
こ
と
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
は
そ
れ

を
知
り
な
が
ら
住
所
を
調
べ
ず
、
個

別
に
周
知
を
し
て
い
な
い
。
県
も
運

用
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
す
る
事
実
を
よ

し
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
お
か
し
い
と
は
思
わ
な
い
の
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
県
条
例
に
則
っ

て
審
査
さ
れ
、
問
題
な
い
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
市
も
同
様
と
考
え
る
。

■
議
員　
県
は
、
廃
棄
物
審
議
会
へ

個
別
周
知
の
必
要
や
住
所
把
握
が
可

能
な
こ
と
を
報
告
し
て
い
な
い
。
審

議
会
は
そ
の
事
実
を
知
ら
な
い
ま
ま

事
業
者
の
対
応
は
十
分
と
判
断
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
市
と
し
て
、
市

民
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
ら
れ
た
い
。

■
議
員　
今
後
、
新
た
に
長
寿
命
化

計
画
を
見
直
し
、
毎
年
度
の
事
業
計

画
に
基
づ
い
た
形
で
予
算
計
上
を
行

っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
基
本
的
に
や
る
と
考
え
て

進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
予
算
を
計
上
し
た
上
で
、

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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意
　
見
　
書

一
般
質
問

決
算
指
摘
事
項

審
議
結
果

お
し
ら
せ

囲
、
期
間
、
委
託
料
、
支
払
等
が
定

め
て
あ
る
。

■
議
員　
ま
だ
建
物
が
完
成
し
て
い

な
い
の
に
、
維
持
管
理
を
任
せ
る
と

い
う
よ
う
な
契
約
で
あ
り
、
公
益
財

団
法
人
の
契
約
と
し
て
は
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
セ
ン
タ
ー
の
定
款
に
基
づ

い
た
行
動
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員　
そ
の
よ
う
な
問
題
が
疑
わ

れ
る
と
こ
ろ
へ
土
地
を
提
供
し
よ
う

と
す
る
の
か
。
今
後
、
そ
の
判
断
に

つ
い
て
は
、
よ
く
精
査
し
た
上
で
対

応
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

今い
ま

城し
ろ 

雅ま
さ

子こ

議
員

■
議
員　
米
子
市
市
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
く
、
今
後
の
市
営
住

宅
の
あ
り
方
や
長
寿
命
化
へ
の
基
礎

と
な
る
適
正
な
管
理
戸
数
に
つ
い
て
、

現
状
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
現
在
、
長
寿
命

化
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
中
で
民
間
空
き
家
の
利
活
用
も

市
営
住
宅
の
今
後
の
あ
り
方
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
い

て

公
明
党

議
員
団

（

）

考
慮
し
た
上
で
、
市
営
住
宅
の
適
正

な
管
理
戸
数
を
算
出
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
。

■
議
員　
入
居
者
の
中
に
は
、
改
修

に
よ
り
居
住
性
の
向
上
を
望
ま
れ
る

方
も
あ
る
が
、
よ
り
低
価
格
の
家
賃

で
入
居
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
方
も

お
ら
れ
、
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、

今
後
の
市
営
住
宅
の
整
備
方
針
に
つ

い
て
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
住
民
の
皆
様
の

ニ
ー
ズ
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
ご

意
見
・
ご
要
望
を
丁
寧
に
聞
き
な
が

ら
、
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

■
議
員　
新
た
に
改
修
・
整
備
す
る

市
営
住
宅
に
対
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
支
え
、
推
進
す
る
存
在
と
し

て
、
上
の
階
に
若
年
層
の
入
居
を
図

る
な
ど
、
政
策
的
に
誘
導
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
、
自
治
会
活
動
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
、
一
つ
の
手
法
で
あ
る
と

考
え
る
。

■
議
員　
近
年
、
自
転
車
と
歩
行
者

の
事
故
で
高
額
賠
償
請
求
事
例
が
相

次
ぐ
中
、
賠
償
責
任
を
果
た
せ
る
よ

う
条
例
を
制
定
し
、
民
間
の
自
転
車

保
険
の
加
入
を
義
務
化
す
る
自
治
体

自
転
車
の
活
用
促
進
と
安
全
対

策
に
つ
い
て

が
相
次
い
で
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
、
条
例
で
自
転
車
保
険
加
入
を
義

務
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
県
が
鳥
取
県
支

え
愛あ

い

交
通
安
全
条
例
を
制
定
し
、
努

力
義
務
で
あ
る
が
、
自
転
車
損
害
賠

償
保
険
等
の
加
入
の
規
定
が
あ
り
、

本
市
で
別
に
条
例
制
定
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
引
き
続
き
県
、
警

察
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
交
通
ル

ー
ル
の
順
守
、
保
険
加
入
の
重
要
性

等
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
県
に
努
力
義
務
の
条
例
が

あ
る
か
ら
、
本
市
が
自
転
車
保
険
加

入
の
義
務
化
に
つ
い
て
取
り
組
ま
な

く
て
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い

と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

自
転
車
に
乗
る
こ
と
に
よ
る
危
険
を

い
か
に
解
消
し
て
い
く
の
か
と
い
う

視
点
か
ら
、
自
転
車
保
険
加
入
を
義

務
化
す
る
条
例
を
制
定
す
る
か
を
研

究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
安
心
し
て
自
転
車
の
活
用

に
取
り
組
め
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、

自
転
車
保
険
加
入
の
義
務
化
の
推
進

を
強
く
要
望
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」
策
定

の
推
進
に
つ
い
て

安や
す

田だ 　
篤あ

つ
し

議
員

■
議
員　
か
つ
て
福
米
地
区
に
大
沢

と
呼
ば
れ
る
湿
地
が
あ
っ
た
が
、
米

川
水
路
の
開
通
や
新
開
川
の
掘
削
に

よ
り
用
水
が
確
保
さ
れ
、
水
田
が
開

拓
さ
れ
た
。
し
か
し
、
排
水
不
良
に

よ
り
、
低
収
量
や
災
害
に
悩
ま
さ
れ

て
き
た
。
昭
和
32
年
、
国
の
総
合
土

地
改
良
事
業
に
呼
応
し
て
大
沢
川
土

地
改
良
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
水
路
で
西
に
約
２
２
０
０

㍍
、
ヒ
ュ
ー
ム
管
を
埋
設
し
た
暗
渠

で
１
７
７
９
㍍
流
し
、
中
海
ま
で
排

水
し
た
。
そ
の
工
事
の
際
、
水
路
部

分
は
行
政
が
買
収
し
た
が
、
暗
渠
部

分
は
買
収
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
事
業
主
体

で
あ
る
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
当

時
は
土
地
所
有
者
に
同
意
を
得
て
事

業
着
手
し
た
と
推
測
さ
れ
る
と
伺
っ

た
。
現
代
と
は
事
業
の
進
め
方
等
の

認
識
が
違
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

■
議
員　
個
人
が
所
有
す
る
土
地
の

下
に
公
共
の
水
路
が
あ
る
た
め
、
土

地
の
利
用
方
法
や
所
有
者
の
変
遷
、

■
議
員　
県
は
、「
鳥
取
県
廃
棄
物
処

理
施
設
の
設
置
に
係
る
手
続
の
適
正

化
及
び
紛
争
の
予
防
、
調
整
等
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

に
関
係
住
民
か
ら
意
見
調
整
の
申
し

出
を
受
け
、
会
議
の
開
催
に
向
け
調

整
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
開
催
で
き

て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
伺
っ
た
。

最
終
処
分
場
に
係
る
現
在
の
県
条
例

手
続
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
平
成
29
年
９
月

19
日
に
県
は
実
施
状
況
報
告
書
を
受

け
た
後
、
県
廃
棄
物
審
議
会
で
意
見

を
聞
き
、
11
月
24
日
に
実
施
状
況
報

告
に
対
す
る
通
知
が
な
さ
れ
、
そ
の

後
、
関
係
住
民
と
の
意
見
調
整
を
進

め
て
い
る
段
階
と
伺
っ
た
。

■
議
員　
意
見
調
整
に
向
け
た
今
後

の
対
応
を
伺
う
。
ま
た
、
建
設
許
可

権
を
持
つ
県
に
対
し
、
事
業
主
体
で

大
沢
川
の
暗
渠
排
水
に
つ
い
て

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ

い
て

公
明
党

議
員
団

（

）

埋
設
さ
れ
た
ヒ
ュ
ー
ム
管
の
劣
化
等

が
問
題
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
管
理
者
で

あ
る
県
と
協
議
し
て
い
る
が
、
具
体

的
な
方
策
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
現

時
点
で
は
、
暗
渠
の
健
全
性
は
保
た

れ
て
い
る
が
、
今
後
も
継
続
し
て
点

検
・
調
査
を
行
い
、
排
水
路
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。



（15） 平成30年11月１日 第55号（季刊）（15） 平成30年11月１日 第55号（季刊）

意
　
見
　
書

一
般
質
問

決
算
指
摘
事
項

審
議
結
果

お
し
ら
せ

あ
る
県
環
境
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー
が

廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
き
許
可
申
請

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
意
見
調
整
に
つ

い
て
は
、
現
在
調
整
中
で
あ
り
、
具

体
的
な
内
容
は
未
定
で
あ
る
。
意
見

調
整
の
会
議
後
は
、
県
の
廃
棄
物
審

議
会
を
開
催
し
意
見
を
聞
き
、
そ
の

意
見
を
受
け
、
県
は
合
意
形
成
に
関

す
る
結
果
を
判
断
す
る
。
そ
の
結
果
、

仮
に
条
例
手
続
が
終
了
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
環
境
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー

が
許
可
申
請
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

■
議
員　
福
市
遺
跡
や
青
木
遺
跡
な

ど
、
本
市
に
点
在
す
る
多
く
の
歴
史

的
遺
産
に
つ
い
て
、
手
を
か
け
、
市

民
に
親
し
ま
れ
る
見
せ
方
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
城
下
町
界
隈
に
は
古
い
町

屋
な
ど
の
文
化
遺
産
が
い
く
つ
も
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
個
人
の
所
有
で
あ

り
、
常
時
見
学
で
き
る
も
の
で
は
な

田た

村む
ら 

謙け
ん

介す
け

議
員（
政せ

い

英え
い

会か
い

）

米
子
市
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て

い
。
岡
山
県
高
梁
市
で
は
、
歴
史
的

建
造
物
の
所
有
者
に
代
替
地
を
用
意

し
、
移
り
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
建

物
を
観
光
の
目
玉
と
し
て
い
る
。
ま

ち
歩
き
観
光
資
源
と
し
て
の
歴
史
的

建
造
物
の
活
用
に
つ
い
て
、
本
市
で

は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
歴
史
的
遺
産
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
の
特

徴
や
立
地
環
境
を
生
か
し
た
見
せ
方

が
必
要
と
考
え
る
。
例
え
ば
福
市
遺

跡
の
広
場
は
、
桜
、
ツ
ツ
ジ
の
名
所

で
あ
り
、
福
市
考
古
資
料
館
や
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
も
隣
接
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
古
代
の
歴
史
を
一
体

的
に
学
び
、
体
感
で
き
る
エ
リ
ア
と

し
て
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
城
下
町
エ
リ
ア
に
あ
る
個

人
所
有
の
歴
史
的
建
造
物
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
た
場

合
、
城
下
町
巡
り
な
ど
の
見
学
コ
ー

ス
に
組
み
込
む
な
ど
活
用
を
図
っ
て

い
る
が
、
住
宅
の
場
合
は
、
内
部
見

学
を
常
設
の
見
学
コ
ー
ス
と
す
る
こ

と
は
難
し
い
面
が
あ
る
と
考
え
る
。

■
議
員　
市
内
の
観
光
情
報
の
提
供

に
つ
い
て
、
複
数
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
行
っ
て
い
る
が
、
観
光
ア
プ
リ
で

の
一
元
化
を
図
ら
れ
て
は
ど
う
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
一
定
の
効
果
は
あ
る
と

考
え
る
。
ア
プ
リ
で
の
情
報
提
供
に

つ
い
て
は
、
観
光
戦
略
に
お
い
て
重

要
と
考
え
て
お
り
、
一
元
化
に
つ
い

て
、
市
Ｈ
Ｐ
で
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
作
成
な
ど
、
研
究
し
て
み
た
い
。

■
議
員　
米
子
城
跡
の
建
築
物
の
復

元
に
向
け
た
、
今
後
の
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長　
建
築
物
の
復
元

に
つ
い
て
、
そ
の
基
礎
と
な
る
発
掘

調
査
は
平
成
27
年
が
初
め
て
で
、
以

後
、
全
体
像
の
解
明
に
向
け
調
査
を

行
い
、
こ
れ
ま
で
絵
図
で
し
か
確
認

で
き
な
か
っ
た
古
い
時
代
の
郭く

る
わ

や
登

り
石
垣
の
確
認
な
ど
成
果
を
上
げ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
整
備
に

は
危
険
木
の
伐
採
や
地
盤
調
査
な
ど

も
必
要
で
あ
り
、
今
後
は
整
備
基
本

計
画
で
年
次
計
画
を
検
討
し
、
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
る
と
考
え
る
。

■
議
員　
鳥
取
城
跡
で
は
、
発
掘
調

査
に
よ
り
太た

い

鼓こ

御ご

門も
ん

の
基
礎
部
分
が

発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
第
43
次
の
調

査
で
の
発
見
で
あ
り
、
他
市
で
は
復

元
に
向
け
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
本
市
も
計
画
の
ま

ま
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
着
実
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
街
並
み
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

国く
に

頭と
う 　

靖や
す
し

議
員

■
議
員　
こ
と
し
は
例
年
と
比
べ
て

暑
い
年
で
あ
っ
た
が
、
35
度
以
上
の

猛
暑
日
、
30
度
以
上
の
真
夏
日
、
夜

の
気
温
が
25
度
以
上
で
あ
る
熱
帯
夜

の
日
が
何
日
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

昨
年
と
比
べ
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
伺

う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
こ
と
し
の
９
月

２
日
現
在
で
、
猛
暑
日
が
22
日
、
真

夏
日
が
38
日
、
熱
帯
夜
が
31
日
で
あ

っ
た
。
昨
年
と
比
較
し
て
、
猛
暑
日

は
10
日
ふ
え
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い

真
夏
日
は
６
日
減
り
、
熱
帯
夜
は
11

日
ふ
え
て
い
る
。

■
議
員　
こ
れ
だ
け
猛
暑
日
が
続
く

と
、
熱
中
症
対
策
が
よ
り
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
考
え
る
が
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
学
童
保
育
な
ど
の
現
場
に

お
け
る
取
組
み
、
冷
房
施
設
の
整
備

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
県
に
お
い
て

熱
中
症
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に

は
、
市
内
の
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

よ
な
ご

・
未
来

（

）

園
、
地
域
型
保
育
事
業
所
、
な
か
よ

し
学
級
、
民
間
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
連
絡
し
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
の

注
意
喚
起
を
行
っ
て
お
り
、
幼
稚
園

に
対
し
て
は
、
県
か
ら
連
絡
を
行
っ

て
い
る
。
冷
房
施
設
の
設
置
状
況
に

つ
い
て
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど

全
て
の
施
設
に
お
い
て
整
備
さ
れ
て

い
る
。　

■
議
員　
室
内
に
い
る
場
合
、
高
齢

者
に
限
ら
ず
、
部
屋
の
温
度
や
湿
度

が
高
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
こ

と
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。
他

の
自
治
体
で
は
、
高
齢
者
に
熱
中
症

計
や
温
度
計
、
湿
度
計
な
ど
を
付
与

ま
た
は
貸
与
す
る
こ
と
で
、
熱
中
症

や
健
康
に
気
を
つ
け
る
き
っ
か
け
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
本
市
に

お
い
て
も
実
施
し
て
は
ど
う
か
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
乳
幼
児
は
体
温

調
節
機
能
が
未
発
達
で
あ
り
、
高
齢

者
や
体
調
不
良
の
方
は
、
体
温
調
整

機
能
が
低
下
し
て
お
り
、
体
に
熱
が

こ
も
り
や
す
く
な
る
。
特
に
高
齢
者

は
、
老
化
に
よ
り
暑
さ
や
喉
の
渇
き

を
感
じ
に
く
く
な
り
、
体
が
出
し
て

い
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
信
号
に
気
づ
き
に
く
く

な
る
。
熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ
と
し
て
、

熱
中
症
の
危
険
度
を
目
で
見
え
る
よ

う
に
し
た
熱
中
症
計
や
温
度
計
付
熱

中
症
予
防
カ
ー
ド
が
あ
る
が
、
現
時

点
に
お
い
て
熱
中
症
計
や
予
防
カ
ー

ド
等
の
貸
与
や
配
布
を
行
う
予
定
は



（16）第55号（季刊） 平成30年11月１日 （16）第55号（季刊） 平成30年11月１日

意
　
見
　
書

一
般
質
問

決
算
指
摘
事
項

審
議
結
果

お
し
ら
せ

13日㈭ 予算決算委員会

12月4日㈫ 本会議（開会、議案上程） 14日㈮ 総務文教委員会、予算総務文教分科会

6日㈭ 本会議（各個質問） 17日㈪ 市民福祉委員会、予算市民福祉分科会

7日㈮ 本会議（各個質問） 18日㈫ 都市経済委員会、予算都市経済分科会

11日㈫ 本会議（各個質問） 19日㈬ 予算決算委員会

12日㈬ 本会議（各個質問、議案質疑、委員会付託） 21日㈮ 本会議（付議案の処理、閉会）

12 月 定 例 会 日 程

※請願・陳情は  11月30日（金）の正午までに議会事務局に提出してください。その後に提出された場合は３月定例会にて審議することとなります。

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
課
題
と
し

て
は
認
識
し
て
お
り
、
県
や
関
係
機

関
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
今
後
も
気
温
の
上
昇
は
続

く
と
思
わ
れ
る
が
、
熱
中
症
計
、
予

防
カ
ー
ド
等
の
貸
与
、
配
布
に
つ
い

て
の
検
討
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
し

っ
か
り
と
熱
中
症
対
策
を
行
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て

請願書・陳情書のつくり方

①法人、団体として提出される場合は、その所在
地及び名称並びに代表者の氏名及び印が必要で
す。

②内容が２項目にわたるときは、なるべく１項目
ごとに提出してください。

③提出者が多数の場合には、なるべく代表者を選
び、提出者欄に記入してください。

※事務処理の都合上、定例会開会日の２日前（市
の休日を除く）の正午までに提出されたものに
ついて、その定例会で審議されます。

　上記期限後に提出されたものは、その次の定例
会で審議されることになります。

　請願・陳情は、市議会と市民を直接つなぐ大切な手段です。市政についての意見や希望があるときは、だ
れでも提出できます。
　請願には、紹介議員の署名又は記名押印が必要ですが、陳情には紹介議員は不要です。
　提出者は、請願・陳情の要旨及び理由、住所及び氏名の記載、押印などをして議長あてに提出します。提
出された請願・陳情は、委員会で審査した上、本会議に諮って採択・不採択を決め、市政に反映させるよう
になっています。
　なお、請願・陳情は、郵送でなく、なるべく議会事務局へご持参ください。

【記載上の注意事項】 【書   式   例】

〇〇〇に関する

請　　願　　書

紹介議員

氏名

（署名又は記名押印）

年　月　日

米子市議会議長　様

　　　　　　　　（提出者）
　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　氏　名　　㊞
　　　　　　　　

〇〇〇に関する請願

１　要旨……
２　理由……

※陳情書については、請願書の書式に準じて記載してください。

表  紙 内  容
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　米子市議会では、本会議や委員会を公開しています。
　平成29年12月1日から、手続きはこれまでと変わりませんが、手続き完了後に傍聴券を交付させ
ていただくことにいたしました。
　なお、傍聴席の数には限りがありますので、傍聴を希望されるかたが会議の開会時刻の30分前に
傍聴席の数を超える場合は抽選とさせていただきます。あらかじめご了承ください。

会議の場所
　・委員会は、委員会室で行なわれます。ただし、予算決算委員会の全体会は議場で行なわれます。
会議の時間
　・会議の時間は、日程が決まり次第、市議会ホームページに掲載します。定例会中に開催するも

のは「議会日程」で、議会閉会中に開催するものは「委員会日程」でご確認ください。
　　詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。
傍聴席
　・委員会室の傍聴席は、10席あります。 
　・予算決算委員会の全体会を行なう議場の傍聴席は、60席あります。
傍聴の手続き
　・開会の30分前から本庁舎5階の議会事務局にて受付を行ないます。 
　・傍聴人受付簿に住所、氏名をご記入いただき、傍聴券の交付を受けてください。 
　・傍聴券は先着順に交付します。ただし、開会の30分前の時点で傍聴を希望されるかたが定員を

超える場合は、抽選により傍聴人を決定し、傍聴券を交付します。 
　・傍聴を終えて退場するときは、傍聴券を議会事務局まで返還してください。

会議の場所
　・本会議は、議場で行われます。
会議の時間
　・会議は、通常午前10時に開会します。
傍聴席
　・議場の傍聴席は、60席あります。また、こ

のほかに車いす専用の傍聴席もあります。
傍聴の手続き
　・開会の30分前（通常午前9時30分）から本庁

舎5階の議会事務局にて受付を行ないます。 
　・傍聴人受付簿に住所、氏名をご記入いただ

き、傍聴券の交付を受けてください。 
　・傍聴券は先着順に交付します。ただし、開会の30分前の時点で傍聴を希望されるかたが定員の

60人を超える場合は、抽選により傍聴人を決定し、傍聴券を交付します。 
　・傍聴を終えて退場するときは、傍聴券を議会事務局まで返還してください。

議会を傍聴してみませんか

本会議の傍聴について

委員会の傍聴について
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　米子市議会では、開かれた議会を目指しており、本会議のインターネット中継を行っています。
　インターネットでの配信は、パソコン、スマートフォンなどにより、ライブ中継（生中継）のほ
か、録画配信で本会議の様子をごらんいただけます。
　議場で繰り広げられる活発な議論を、ぜひインターネット配信でごらんください。
※同時に多くの方がインターネット中継を視聴された場合、映像がうまく映らないことがあります。

◎本会議の様子は、インターネット配信のほか、中海テレビの米子チャンネル（３３４CH）でも生
放送されます。再放送は、本会議当日の午後７時からです。（都合上、再放送の時間は変更される
こともあります。）

議会のインターネット中継をごらんください！

平成30年米子市議会９月定例会 提出議案等審議結果一覧表

　賛  否　の　状　況
政英会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党

米子市議団
一院
クラブ

奥
岩
浩
基

尾
沢
三
夫

門
脇
一
男

田
村
謙
介

戸
田
隆
次

三
鴨
秀
文

渡
辺
穣
爾

国
頭　

靖

土
光　

均

西
川
章
三

矢
倉　

強

山
川
智
帆

今
城
雅
子

前
原　

茂

安
田　

篤

矢
田
貝
香
織

安
達
卓
是

伊
藤
ひ
ろ
え

中
田
利
幸

石
橋
佳
枝

岡
村
英
治

又
野
史
朗

遠
藤　

通

○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × × × 議 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　　　　×：反対　　　　議：議長

陳情第19号

【不採択とした理由】
　本市議会の権限外の内容であるため。
 ＜賛成意見＞
　沖縄県が辺野古沿岸埋立ての承認を取り消したにも関わらず、工事の強制着工を進めようとする政府の
やり方は許せない。沖縄県民の意思を尊重し、国に意見することは重要なことである。
 ＜反対意見＞
　本市議会の権限外の内容である。

陳情第21号

【不採択とした理由】
①学校現場では産休・育休を取得する教職員がいる場合、人員の不足に苦慮しており、改善が必要である

ため。
②人件費不足のために教職員が不足し、教育の質が低下しないよう国に財源保障を求めるべきであるため。
 ＜賛成意見＞
①学校現場では産休・育休を取得する教職員がいる場合、人員の不足に苦慮しており、改善が必要である。
②人件費不足のために教職員が不足し、教育の質が低下しないよう国に財源保障を求めるべきである。
 ＜反対意見＞
　義務教育費国庫負担割合の引き下げについては、三位一体改革の中で、地方交付税の見直し等と一体的
に行われた経緯がある。また、教職員定数については県の専権事項であるため、本陳情の趣旨に賛同でき
ない。

●陳情の議決結果の理由等●
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平成30年米子市議会９月定例会

政英会

稲
田　

清

岩
﨑
康
朗

岡
田
啓
介議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第77号 平成２９年度米子市一般会計等の決算認定について 原案認定 ○ ○ ○

議案第81号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書の提出につ
いて 原案可決 ○ ○ ○

陳情第19号 沖縄県による「辺野古沿岸埋め立て承認撤回の意志」を尊重するよう日本政府に
求める意見書提出についての陳情 不採択 × × ×

陳情第21号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、２０１９
年度政府予算に係る意見書採択の要請について 採択 ○ ○ ○

●賛否が分かれた議案及び陳情● ○：賛成　　　　×：反対　　　　議：議長

●全会一致で議決した議案及び陳情●
議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第67号 平成29年度米子市水道事業会計の決算認定について 原案認定

議案第68号 平成29年度米子市水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第69号 平成29年度米子市工業用水道事業会計の決算認定について 原案認定

議案第72号 米子市市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第73号 米子市駐車場条例及び米子駅前地下駐車場駐車料金徴収条例の一部を改正する条例の制
定について 原案可決

議案第74号 米子市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第75号 平成30年度米子市一般会計補正予算（補正第２回） 原案可決

議案第76号 平成30年度米子市駐車場事業特別会計補正予算（補正第２回） 原案可決

議案第78号 工事請負契約の締結について 原案可決

議案第79号 米子市伯仙財産区管理委員の選任について 原案同意

議案第80号 児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書の提出について 原案可決

陳情第20号 同性パートナーシップの承認制度の導入に向けた協議開始を求める陳情 採択

報告番号 件　　　　　　名

報告第９号 平成29年度決算に基づく米子市の健全化判断比率について

報告第10号 平成29年度決算に基づく米子市の公営企業における資金不足比率について

報告第11号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

報告第12号 米子市債権管理条例に基づく非強制徴収債権等の放棄について

報告第13号 米子市債権管理条例に基づく水道事業に係る非強制徴収債権等の放棄について

●報告●
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議会に関してのお問い合わせは

米子市議会事務局
〒683-8686　米子市加茂町一丁目１番地

米子市ホームページの中の ▶市議会 をクリック

ご意見等ありましたら、電話・FAX・メールででもお気軽にお寄せください。

TEL：（0859）32-0302　FAX：（0859）35-6464 
URL：http://www.city.yonago.lg.jp/

メール：gikai@city.yonago.lg.jp
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米子市の四季折々の風景、イベントなど
※市議会だよりは季刊広報紙です。（原則、２月・６月・８月・11月発行）
　季節に見合う写真・イラストをご応募ください。

米子市に住んでいる方、または通勤・通学している方

２０１８年２月１日発行号：２０１８年１２月１４日（金）まで
２０１９年６月１日発行号：２０１９年３月１５日（金）まで
２０１９年８月１日発行号：２０１９年６月１４日（金）まで

写真の場合
・応募者本人が米子市内で撮影した写真で未発表のもの。
・組み写真、合成写真は不可。
・個人が特定できる写真の場合は、被写体の承諾を受けたもの。
※デジタル写真は600万画素数以上で撮影したもの、プリント写真は２Ｌ版以上

のもの。

イラストの場合
　・ハガキサイズ以上、Ａ３サイズ以下のもの。

住所、氏名、電話番号、作品タイトル、写真の場合は撮影場所、撮影年月を明記
の上、郵送、持参、もしくは電子メールで下記までご応募ください。
〒６８３－８６８６　米子市加茂町１丁目1番地　米子市議会事務局　まで
　　E-mail：gikai@city.yonago.lg.jp
※電子メールで応募される場合は、５ＭＧ以下の容量で送信してください。

・期日までに応募のあった作品から、広報広聴委員会において選定します。
・応募作品がない場合や採用作品がない場合は、本委員会で撮影した写真を使用す

る、もしくは、過去にご応募いただいた作品の中から選定することがあります。

・応募作品に関する著作権、肖像権等の問題が発生した場合、その責任及び解決は
すべて応募者に帰属するものとします。

・採用作品は、市議会だよりへの掲載をもって発表とします。
・採用された写真・イラストは、必要に応じてトリミング処理等のサイズの調整を

行うことがあります。
・応募作品は、無償で米子市議会が使用することに許諾したものとします。
・希望される方には応募作品を返却します。

表紙の写真・イラストを募集しています！

テーマ

応募資格

応募締切

応募内容

応募方法

選定方法

その他


